
第 42 回 群馬周産期研究会総会 
 

 

日時：2026 年 10 月 3 日（土曜日）14:00～ 

場所：群馬大学医学部基礎講義棟 2 階 基礎大講堂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

≪参加のご案内≫ 
研究会年会費（総会参加費含）：1,000 円 

学生：無料 

PROGRAM   
プログラム 

◼ 日本産婦人科医会会員には、研修シールが配布されます。 

◼ 日本周産期･新生児医学会 周産期専門医には更新 2 単位（加えて筆頭演者に 2 単位）、

および一般講演筆頭演者には受験用 10 単位が付与されます。 

◼ 日本専門医機構認定学術集会参加単位および、特別講演の日本専門医機構認定産婦人科

領域講習受講単位が付与されます。 

◼ 日本医師会生涯教育講座単位が付与されます（1 単位）。 

カリキュラムコードは 8.感染対策です。 

◼ 日本小児科学会の単位は申請中です。 

◼ 本会の特別講演は、日本助産評価機構 CLoCMiP レベルⅢ認証申請の選択研修に相当

します。希望する方には受講証明書を発行します。 



1. 開会のご挨拶 （14:00～14:05） 

群馬周産期研究会会長 

群馬大学大学院 医学系研究科 産科婦人科学講座 教授 岩瀬 明 先生 

 

2. 一般演題（14:05～15:05） ≪発表 6分：質疑応答 3分≫ 

座長：群馬県立小児医療センター新生児科 部長 小泉 亜矢 先生 

群馬大学大学院医学系研究科産科婦人科学講座 講師 日下田大輔 先生 

 

1) 筋強直性ジストロフィー1型合併妊娠に対し出生前遺伝学的検査を行った一例 

群馬大学医学部附属病院 産科婦人科  

森田晶人、齋藤史織、餅川真由、道﨑護、松本晃菜、佐藤達也、日下田大輔、岩瀬明 

 

2) 出生後に 21トリソミーと診断された胎児大腿骨短縮の 1例 

桐生厚生総合病院 産婦人科 

諏訪裕人、周藤周、鏡一成 

 

3) 胎児期に下大静脈欠損を認め、出生後に多脾症候群と診断された一例 

群馬県立小児医療センター 産科 

間宮遼、茶畑雄輝、村上麻耶、木暮さやか、京谷琢治 

 

4) NICU・新生児室退院後に直面する母親の育児不安の軽減に向けた退院指導内容の検討～育児

不安に応えるパンフレットを作成して～ 

JCHO群馬中央病院 5階病棟 NICU 

小見恵美、中村百花、廣瀬賢太、土屋いづみ 

 

5) 当院 NICUでのファミリーセンタードケアの取り組み 

群馬大学医学部附属病院 NICU  

長沢芳野佳、千葉恵子、冨丘洋子 

 

6) 肩甲難産に腕神経叢麻痺と副腎出血を合併した 3例 

群馬県立小児医療センター 新生児科 1) 整形外科 2) 

森田美保 1)、丸山憲一 1)、小泉亜矢 1)、鏑木浩太 1)、宮川陽一 1)、小栁晴加 1)、清水佑基 1)、松野

早紀 1)、浅井伸治 2) 

 

～休憩～（15:05～15:15） 

 

 



3. 教育講演（15:15～15:30） 

座長：群馬大学医学部附属病院周産母子センター 助教 井上 貴博 先生 

演題：「ちょっと気になる新生児所見」 

群馬県立小児医療センター 新生児科    鏑木 浩太 先生 

 

4. 群馬周産期研究会総会（15:30～15:45） 

 

～休憩～（15:45～16:00） 

 

5. 特別講演（16:00～17:00） 

座長：群馬大学大学院 保健学研究科 教授         篠﨑 博光 先生 

 

演題：「産科と小児科で取り組むウイルス感染症対策― CMV と RSV の

視点から」 

講師：宮崎大学医学部大学院 看護学研究科 周産期分野 教授  

金子 政時 先生 

 

6. 閉会のご挨拶 

群馬周産期研究会副会長 

群馬大学大学院 医学系研究科小児科学分野 教授   

滝沢 琢己 先生 

 

事務局：群馬大学医学部附属病院周産母子センター  

〒371‐8511 群馬県 前橋市 昭和町 3-39-22 

TEL＆FAX 027-220-8429   

共催：群馬周産期研究会 / 群馬県医師会  



＊尚、駐車場は第１・第２駐車場をご利用いただき、徒歩で基礎講義棟までお越しください。 

＊駐車券割引処理がございますので駐車券を必ず会場にご持参ください。 

 

 

 

  



 



 


